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町内の大規模盛土造成地について、令和２年10月現在、現地踏

査の結果、地下水位が高いことをうかがわせるような現象は見られ

ず、大規模盛土内や地山との境界部には段差を伴うような顕著な変

動は確認されませんでした。

地質調査・現況地盤分析では、両地区とも常時、地震時の安全率

は目標安全率を上回っており、安全率が１を下回るケースは確認さ

れませんでした。

以上により滑落防止事業について今回は必要ないと判断しました。


